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1 ガウシアングラフィカルモデルとその発展 

 ガウシアングラフィカルモデルはGraphical Lasso(Friedman et al., 2008)などが提案され

て以降研究が盛んに行われている。たとえば行列正規分布やテンソル正規分布を用いること

によりテンソルデータへの適用も可能となった(He et al., 2014; Yin and Li, 2012)。さらには

複数群からなるガウシアングラフィカルモデルを推定するために、Joint Graphical Lasso 

(Danaher et al, 2014)が提案され、そのグループが既知ではなく未知の場合でも推定できる

手法も提案されている(Gao, et al., 2016)。本研究では、テンソルデータに対し未知の複数グ

ループからなるグラフィカルモデルを推定するための新しい手法を提案する。 
 

2 モデル 

 𝑓(𝒙; 𝝁, 𝚺)をテンソル正規分布とする。ここで𝒙 ∈ ℝ𝑃 , 𝝁 ∈ ℝ𝑃 , 𝚺 ∈ ℝ𝑃×𝑃 , 𝚺−1 = 𝐖とし、テン

ソルのオーダーを𝐾、各オーダーにおける変数の数を𝑝𝑘かつ𝑃 = ∏ 𝑝𝑘
𝐾
𝑘=1 とする。このとき、

𝚺 = 𝚺𝐊⨂𝚺𝐊−𝟏 … ⨂𝚺𝟏とオーダー毎に完全に分離できる。提案手法は観測された𝑛個のテンソル

データをG(G < 𝑛)個の混合テンソル正規分布によって分類し、各クラスターのグラフィカル

モデルを推定することを目的とする手法である。提案手法の対数尤度は以下である。 
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ただし∑ 𝜋𝑔
𝐺
𝑔=1 = 1。ペナルティ関数𝑃(𝚯)は以下とする。 
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パラメータの更新式と実データ解析への適用結果は当日報告する。 
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